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全天X線監視装置MAXIは 2008年、国際宇宙ステーションに搭載予定である。MAXIには一次元位置検出型
比例計数管を用いたGas Slit Camera(GSC) とX線CCDを用いた Solid-state Slit Camera(SSC)の 2種類の検出
器が搭載され、それぞれ 2～30keV、0.5～10keVのX線に感度をもっている。両検出器ともスリットとコリメー
タを用いてX線源の位置を同定する。MAXIは検出限界 1mCrabという、これまでのASMでは最高感度で全天
のX線源を監視し、活動銀河核のX線変動の記録、超新星爆発やバースト現象の速報などを行う。

現在、GSC、コリメータはフライトモデルの地上較正実験が行われている。GSC のエネルギー応答関数 (第 1
版)をGSCとコリメータの地上較正実験の結果とGeant4によるシミュレーションをもとに作製している。ポイ
ンティング型の観測装置とは異なりGSCのエネルギー応答関数は、(1)視野が時間と共に移動するため、一つの
X線天体が視野に入っている時間が短い、(2)透過率がスリット、コリメータへの X線入射方向に大きく依存す
る、(3)検出器内の特性X線の吸収位置に依存するなど様々な要素を考慮しなければならない。本発表ではGSC
のエネルギー応答関数の構築について報告する。


